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平成２８年度 （一社）広島県森林協会定時総会の開催 

平成２８年度定時総会を、７月２２日（金）に広島市内のリーガロイヤルホテル広島において、会員

多数の出席により盛会裏に開催いたしました。 

当日は、会長の藏田東広島市長が開会あいさつで、『一般社団法人として再スタートしてから４年目

の決算を迎えた定時総会です。（会員各位、来賓の皆様方への謝辞のあと）、森林・林業・木材産業を取

り巻く状況は大変厳しいものがありますが、林業再生への取組みの兆しが見られ、また一昨年の広島市

における土砂災害や本年４月の熊本地震など、改めて森林の持つ公益的機能の高度発揮のための森林整

備施策が注目されています。国においては「森林・林業の再生プラン」に基づき林業の低コスト化に向

けた路網整備の加速化、人材の育成などに加え、木材利用の積極的な推進などの取組みが着実に進めら

れており、広島県におかれましても「２０２０広島県農林水産業チャレンジプラン」の実現に向けたア

クションプログラムを実施されているところです。当森林協会も国、県の森林・林業施策に協力しなが

ら、引き続き、森林整備や災害復旧支援など会員の皆様のお役に立つ形で、各種事業の取組みに力を入

れて行きたいと考えています。』と述べられました。 

続いて、森林土木事業功労表彰が行なわれ、大崎上島町職員の藤原通伸さんに、藏田会長から表彰状

と記念品が授与されました。また、林道維持管理コンクールの表彰では、北広島町の「菅原線」が選ば

れ、砂田建設課長に表彰状と記念品が授与されました。 

来賓として出席いただいた上仲孝昌農林水産局長（知事代理）様、佐藤一直農林水産委員長（広島県

議会議長代理）様、(一社）日本治山治水協会の山田壽夫専務理事様から祝辞をいただき、参議院議員溝

手顕正事務所津久井秘書様をはじめ、林業関係団体からの来賓各位のご紹介の後、定款の定めにより藏

田会長が議長となり、議事に入りました。 

 

議案として提出された、平成２７年度事業報告・収支決算・公益目的支出計画実施の報告、平成２８

年度会費の賦課基準及び会費の決定等について、会員からの異議は無く原案のとおり承認されました。 

今回、２名の理事を除いて役員の任期満了に伴う役員の改選について、新たな理事に高田大崎上島町

長、梶保指定職参事、監事に入山大竹市長の選任が承認され、総会終了後の臨時理事会において、会長

には引き続き藏田東広島市長が決定し、副会長、常務理事の役員体制が決定されました。 

また、５月の理事会で承認を得た平成２８年度事業計画・収支予算について、引き続きこれまでの事

業と公益目的事業を効率的に融合させ農山村地域の活性化に努めていくことが報告されました。 

最後に、大会決議を小松常務理事が朗読により提案し、満場一致で採択し全ての議事を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長あいさつ 藏田東広島市長   来賓祝辞 上仲農林水産局長    来賓祝辞 佐藤農林水産委員長 
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森林土木事業功労表彰
治山事業、林道事業及び公園整備事業の円滑な推進について、 
他の模範となるべき実績のあった市町職員及び森林組合（森林 
協会会員）の役職員の功績をたたえるために、昭和５０年から 
表彰を行なっているもので、平成２８年においては東広島農林 
事業所長から推薦のあった次の方が、会長表彰されました。 
 

所  属 氏   名 

大崎上島町 藤 原  通 伸 

 
 

林道維持管理コンクール表彰 
森林の整備・利用と山村の活性化に寄与する林道について、維持管理業務の推進と改善を促進し、林道

の保全と通行の安全を目的として、維持管理状況の優秀な路線を表彰するもので、平成２８年度は広島県

西部農林水産事務所長から推薦のあった次の路線が、会長表彰されました。 

 
         ←維持管理の状況  

               旧芸北町の臥龍山山腹へ 

                  延びる自然豊かな林道   

 

 
         北広島町砂田建設課長 

→ 

     

 

市町名 路線名 開設年度 幅員 延長 

北広島町 菅 原 線 Ｓ５３～Ｈ元 ３.６ｍ ４,６１０ｍ（全舗装） 

 
ご出席いただいたご来賓の皆様（順不同） 

 
広島県農林水産局長          

(知事代理)   上 仲  孝 昌 様 

広島県議会 農林水産委員長 

     （議長代理）  佐 藤  一 直 様  

(一社) 日本治水治山協会 

 専務理事   山 田 壽 男 様 

参議院議員 溝手顕正様 

(代理) 秘書  津久井 晴 記  様 

広島県森林組合連合会 

専務理事    田 端  秀 秋 様      

広島県林業改良普及協会 

会  長    津野瀬  武久 様 

(一財)広島県森林整備・農業振興財団 

理事長   寳 来 伸 夫 様 
広島県樹苗農業協同組合 

専務理事  富 田 茂 生 様 

(公社)広島県みどり推進機構 

      事務局長  吉 野  栄 作  様 

 
このほか広島県関係部・課長に出席頂きました。
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１ 平成２７年度決算  （単位：千円） 

会 計 区 分 実施事業等（公益） その他（受託） その他（共益） 法人 計 

経 常 収 益 0 88,574 8,001 0 96,575

事 業 費 支 出 30,467 97,226 3,728 0 131,421

管 理 費 支 出 0 0 0 1,210 1,210

経 常 費 用 計 30,467 97,226 3,728 1,210 132,631

当 期 経 常 増 減 額 △30,467 △8,652 4,273 △1,210 △36,056

経 常 外 収 益 0 0 0 0 0

経 常 外 費 用 0 0 0 0 0

経 常 外 増 減 額 0 0 0 0 0

他 会 計 振 替 額 30,238 △7,238 △24,124 1,124 0

当期一般正味財産増減額 △229 △15,891 △19,850 △86 △36,056

当期一般正味財産期首残高  399,596

当期一般正味財産期末残高  363,540

２ 平成２８年度予算（単位：千円） 

会 計 区 分 実施事業等（公益） その他（受託） その他（共益） 法人 計 

経 常 収 益 0 104,460 7,580 0 112,040

事 業 費 支 出 8,835 119,841 7,580 0 136,256

管 理 費 支 出 0 0 0 1,910 1,910

経 常 費 用 計 8,835 119,841 7,580 1,910 138,166

当 期 経 常 増 減 額 △8,835 △15,381 0 △1,910 △26,126

経 常 外 収 益 0 0 0 0 0

経 常 外 費 用 0 0 0 0 0

経 常 外 増 減 額 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額  △26,126

当期一般正味財産期首残高  363,540

当期一般正味財産期末残高  337,414

３ 参考 
 （１）会費収入の状況（単位：千円） 

年度 普通会費 治山事業特別会費 林道事業特別会費 合計 
 ２３ 

   ２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８(計画) 

 ２４０ 
２４０ 
２４０ 
２４０ 
２４０ 
２４０ 

５,２５７
４,６３７
４,００６
６,０６０
４,５７９
４,４０７

３,５１９ 
３,３３７ 
３,２４１ 
３,８２６ 
２,８３２ 
２,６０９ 

９,０１６
８,２１４
７,４８７
１０,１２６
７,６５１
７,２５６

（２）受託事業の状況（単位：千円） 
年度 治山事業 林道事業 その他 合計 

 ２３ 
   ２４ 
２５ 
２６  
２７ 
２８(計画) 

３８,１５２ 
２９,０２３ 
３４,２６８ 
５６,１７９ 
４５,６７３ 
２８,４００ 

５２,５１５
１０４,４９４
７０,９２２
５２,１００
３３,７３０
６７,８００

１４,８３６ 
６,７６０ 
７,１８６ 
４,８１９ 
８,７４７ 
７,７００ 

１０５,５０３
１４０,２７７
１１２,３７６
１１３,０９８
８８,１５０
１０３,９００
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一般社団法人 広島県森林協会役員名簿 平成２８年７月２２日総会・理事会選任 

会 長 理 事 東広島市長 藏 田  義 雄 理      事 三 次 市 長 増 田 和 俊 

副会長理事 坂   町   長 吉 田  隆 行  理 事（新） 大崎上島町長 高 田  幸 典 

副会長理事 安芸高田市長 浜 田  一 義 監   事 安芸太田町長 小 坂  眞 治 

副会長理事 庄 原 市 長 木 山  耕 三  監 事（新） 大 竹 市 長 入 山 欣 郎 

常務理事(新) 学 識 経 験 梶 保  節 男    

決  議 

平成２８年４月に発生した熊本地震は、未曾有の被害をもたらした。復旧・復興に向けて懸命の取り組みが行われ

ているが、改めて各地域における減災への努力も問われている。 

特に、近年における山地災害の激甚化により、森林の防災機能に関心が寄せられているが、過疎化・高齢化が進む

山村地域では、森林整備の遅れによる森林機能の低下が生活基盤の脆弱化につながることも心配されている。 

森林は、地球温暖化の防止や水源かんよう等多様な機能を果し、「緑の社会資本」として国民生活の安定・安心に欠

かすことができないものである。 

このような中、国においては、平成２１年に策定された「森林・林業再生プラン」を具現化するため、平成２２年

に「森林・林業の再生に向けた改革の姿」がまとめられ、１０年後の木材自給率５０％以上を目指した改革の方向に

基づき、様々な取り組みが開始されている。 

さらに、大規模災害を二度と繰り返さないよう、平成２５年末には「国土強靭化基本法」が成立し、防災対策や災

害に強い森林づくりへの機運が高まっている。 

県においても、林業の構造改革が推進され、「２０２０広島県農林水産業チャレンジプラン」やアクションプログラ

ムにもとづき、県産材の効率的で安定的な供給体制の確立に特化した施策が展開されるとともに、「ひろしまの森づく

り県民税」を活用し、県民全体で森林を守り育てる事業が推進されている。 

しかし、森林整備の推進、豊富な資源を活用した山村再生、地域の安全・安心の確保に向けた治山対策などの取り

組みを一層進めるためには、必要な財源・予算の確保が図られなければならない。 

そこで、安全や環境に貢献できる森林の整備と保全のため、次の施策を強力に推進するよう国・県当局に強く要望

する。 

 

１ 森林の機能を持続的に発揮させるための整備と保全の充実 

１ 安全・安心の確保に向けた治山対策の推進 

１ 木質バイオマス等地域資源を活用する産業の再生や、都市との交流による定住促 

進など山村の活性化 

１ 県産材の自給率を高める木材利用の推進 

１ 「ひろしまの森づくり県民税」等を活用した県民参加の森林づくりの推進 

 

以上決議する。 

平成２８年７月２２日 

一般社団法人広島県森林協会平成２８年度定時総会 
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第３３回 広島県森林土木建設事業促進協議会通常総会 
第３３回通常総会は、７月５日（火）広島市内の広島パシフィックホテルに、会員及び県内各地区の

代議員が出席して開催されました。 

総会では、はじめに佐々木会長が、『土砂災害や大雨などの近年の自然災害は想定を大きく超える被

害が発生している。森林整備の重要性と災害を未然に防ぐ森林土木事業の充実を推進する必要がある。

平成２８年度広島県農林水産局の森林整備・治山事業等の公共事業関連予算は、４９億７千万円、環境

県民局の自然公園整備等関係予算は２億２千万円が確保されました。事業実施には会員の優れた技術と

経験を発揮し、行政や地域の期待に応えて欲しい。日頃の皆様のご努力に対し敬意を表するとともに、

引き続きご研鑚・ご協力をお願い致します。』とあいさつされました。 

次に、施工技術の向上を図ることを目的として実施している「森林土木工事コンクール」の平成２７

年度完成の優秀工事の表彰を行い、次の３者に表彰状と記念品が授与されました。 

続いて、広島県林業課長 高木孝夫様、（一社）全国森林土木建設業協会専務理事 高畑博之様から

ご祝辞があり、この後議事に入り、提出された第１号から第３号議案は、いずれも原案のとおり承認さ

れました。このあと、広島県農林整備管理課牧野主査、村上主任から、「建設工事入札・契約制度の改

正について」の説明を受け総会は終了しました。 

 

                                                        

 

                                                              写真（左）佐々木会長あいさつ 

 

                                 写真（右）受賞者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧治山事業（庄原市東城町川西） 復旧治山事業（庄原市濁川町下組山） 界谷小峠その２線（庄原市比和町） 

有限会社 宮田工務店    株式会社ヒノデ開発福山営業所     株式会社 角栄組 

 

ご出席いただいたご来賓の皆様（順不同） 

広島県  林業課長       高 木  孝 夫   様 

(一社)全国森林土木建設業協会          

         専務理事    高 畑  博 之   様 

 

森林保全課治山担当監       佐 藤  親 夫  様 

自然環境課長        神 川  勇 人  様 

農林整備管理課技術管理GL 主査  牧  野    功 様 
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１ 平成２７年度収支決算（単位：円） 

（１）収入の部               （２）支出の部 

科   目 決算額 

 

科   目 決算額 

会 費 2,1000,000 会議費 170,062 

事業費（助成金） 150,000 事業費 1,547,303 

雑収入 123,823 事務費 608,300 

研修受講料 0 研修開催費 0 

繰越金 192,477 諸雑費 15,000 

計 2,566,300 計 2,340,665 

 

２ 平成２８年度予算 普通会計（単位：円） 

（１）収入の部               （２）支出の部 

科   目 予算額  科   目 予算額 

会 費 2,070,000 会議費 200,000 

事業費（助成金） 50,000 事業費 1,600,000 

雑収入 108,365 事務費 624,000 

研修受講料 90,000 研修開催費 90,000 

繰越金 225,635 諸雑費 30,000 

経営安定基金取崩し収入 0 予備費 0

計 2,544,000 計 2,544,000

   

３ 平成２８年度予算 経営安定基金会計（単位：円） 

区   分 予 算 額 備  考 

前年度までの額 2,000,000 １８年度から積立 

一般会計への繰り入れ 0  

基金差額 2,000,000  

 
平成２８年度広島県森林土木建設事業促進協議会役員    

平成２８年 ７月 ５日現在 

会 長 
広島県森林組合連合会 

  佐々木   徹 
代議員 広島地区    沼 田     聖 
代議員 呉地区     岡 本  弘  之 

副会長 
広島県建設業協会連合会会長 

後 藤  文 好 

代議員 芸北地区    斉 藤  哲 也 

代議員 東広島地区   近 光  一 巳 

監 事 
（一社）広島県造園建設業協会会長 

正 本   大 

代議員 尾三地区       三 皷   勝 美 

代議員 福山地区    後 藤   文 好 

監 事 
広島地区代議員 

  沼 田    聖 

代議員 三次地区    加 藤  修 司 

代議員 庄原地区     笹 尾     進 
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平成２８年度 林野庁関係第２次補正予算の概要 

平成２８年８月２４日に閣議決定した国の第２次補正予算では、「農林水産業・地域の活力創造プラ

ン」に基づく施策の着実な実施や「防災・減災対策の加速」の推進対策として、森林整備事業・治山

事業・山林施設災害復旧事業などが盛り込まれ、林野庁関係で約１,０２２億円が追加されています。 

 

１ 林野庁関係補正予算  １,０２２億円 （前年度補正５９２億円）     （単位：百万円） 

項   目 
補正追加額 

公 共 非公共 合計 

森林整備事業・治山事業 ４１,０００  ４１,０００

 森林整備事業 31,000  31,000

 治山事業 10,000  10,000

災害復旧等事業のうち 

山林施設災害復旧等事業 
２５,２８６  ２５,２８６

ＣＬＴ利用促進総合対策（※） １,０００ １,０００

合板・製材生産性強化対策 ３３,０００ ３３,０００

「クリーンウッド」利用推進事業 １５０ １５０

シカによる森林被害緊急対策事業 １００ １００

地域材利用拡大緊急対策事業 ５００ ５００

熊本地震木材加工流通施設復旧対策事業 １６０ １６０

国立研究開発法人 

森林総合研究所災害復旧事業 
１,０５０ １,０５０

計 ６６,２８６ ３５,９６０ １０２,２４６

（※）1,000百万円のほか合板・製材生産性強化対策で実施（33,000百万円の内数） 

（注）計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。 

 

（１）林業の成長産業化 

① 森林整備事業＜公共＞                   ３１０億円 

    国産材の安定供給対策を構築するとともに地球温暖化を防止するため、間伐等の森林施業や

路網の整備を推進 

  ② 地域材利用拡大緊急対策事業                  ５億円 

  住宅分野等における地域材の利用促進や新たな製品・技術の開発・普及の加速化、ＩＣＴを

活用した木材の効率的な輸送モデルの構築等を支援 

 

（２）防災・安全対策の加速 

① 治山事業（公共）                     １００億円 

全国の活断層周辺や山地災害危険地区等において荒廃山地の復旧や予防治山対策等を推進 

治山施設の機能を将来にわたって発揮するための老朽化対策の推進 

② 山林施設災害復旧等事業 災害復旧等事業（公共）の内数     ２５３億円 

大雨等の被害に係る農地・林道・漁港等の災害復旧等事業を早期に実施
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平成２８年度 市町治山林道事業担当職員技術研修会 

市町職員の森林土木技術の習得と技術の向上を図るため、市町治山林道事業担当職員技術研修会を、 

広島県林業課・森林保全課の協力を得て開催しました。 

梅雨時期の天候が気になるころではありましたが、６月２１（火）・２２日（水）の２日間、広島パシ

フィックホテル会議室を会場として、室内での講義を実施しました。   

参加者は、県内の１４市町から２６名、広島県及び森林協会からも１２名が参加して、１日日は「治山

事業の概要、治山林道事業の設計積算業務及び保安林林地開発許可業務の概要」についての講義、２日目

は「林道事業の概要及び林道施設災害復旧事業」について講義が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（小規模崩壊地復旧事業の計画より）       （林道施設災害復旧事業の資料より）        

 

（講師を務めていただいた方） 

農林水産局 林業課     林業基盤グループ    事業調整員   宗 元  康 浩  様 

         〃        〃        技   師   中 岡  広 子    様 

農林水産局 森林保全課   治山グループ      主     任   岩 生 真太郎  様 

〃       保安林グループ   事業調整員    川 本  政 和  様 

農林水産局 農林整備管理課 技術管理グループ    主   任    渡 邉  憲 二  様  

       〃        〃       主   任   梅 木  孝 法  様 
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「公益目的支出計画」の実施状況について 

平成２４年６月に一般社団法人に移行して以降、公益目的支出計画で認定された事業を計画的

に実施し、大きな成果をあげてきていますが、これまでの事業の評価と見直しを行い、会員である

市町及び広く県民のために貢献できる適切な事業を展開していくこととしています。 

 

公益支出計画実施報告書（平成２７年度 一般社団法人 広島県森林協会）             

○平成２７年度（２７年６月１日から２８年５月３１日まで）全体 

１公益目的財産額 412,229,186

２当該事業年度の公益目的収支差額 105,256,040

 (1)前事業年度末日の公益目的収支差額 74,788,771

(2)当該事業年度の公益目的支出額 30,467,269

(3)当該事業年度の実施事業収入の額 0

３当該事業年度末日の公益目的財産残額 306,973,146

 

○公益目的支出計画の状況 ・計画上の完了見込み 平成４０年５月３１日（計画のとおり） 

 前事業年度 当該事業年度 翌事業年度 

計画 実績 計画 実績 計画 

公益目的財産額 412,229,186 412,229,186 412,229,186 412,229,186 412,229,186

公益目的収支差額 78,378,660 74,788,771 104,504,880 105,256,040 130,631,100

公益目的支出の額 26,126,220 26,138,580 26,126,220 25,617,195 26,126,220

実施事業収入の額 0 0 0 0 0

公益目的財産残額 333,850,526 337,440,415 307,724,306 306,973,146 281,598,086

 

〇 公１（森林林業に関する指導者育成事業） 

ア 森林・林業に関する指導者育成研修会 ２会場 延べ１７名参加 

イ 森林づくりリーダー養成研修会    ６日間、３会場で開催８名参加 
〇 公２（治山・林道施設等の調査事業及び自主防災組織育成事業） 

ア 山地災害から地域を守る集い     平成 27年６月 21日（日）、安芸高田市、150名 
イ 自主防災組織育成支援事業      ４１団体を採択し助成金を交付 
ウ 治山・林道施設の点検調査      治山施設 136箇所、林道施設 45箇所の調査 

〇 継１（県民参加の森林づくりに関する普及啓発事業）  

ア 「ひろしまの林業」共同発行     広島県林業改良普及協会、県森連と共同、2,230部発行 
イ 林業・環境緑化写真コンクールの開催 
ウ 林業普及図書の配布         公民館等 344施設に普及図書等を配布 
エ みどりの集いの開催         ４月 29日、広島県緑化センター 4,900人参加 

〇 継２（治山・林道等に関する技術研修事業） 

ア 市町治山・林道担当職員技術研修会  ３７名参加 
イ 測量学研修             １７名参加 
ウ 森林・林業業務市町新任者基礎研修会 １９名参加 
エ 広島県林務・自然公園関係予算説明会 ２０名参加
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平成 ２８ 年度 

林業･環境緑化写真コンクール作品募集

 題 材 県内の林業作業風景、林相、山村の民家、木造建築、木
材加工などを対象としたもの。学校、工場、広場などの環境緑化

のための植樹作業風景又は、森林レクリエーション施設などの利

用風景などを対象としたもの。 

 
 サイズ ２Ｌ版（12.7cm×17.8cm） 
カラー、縦位置可 

 

 作 品 未発表の作品に限ります。 
応募票様式に住所、氏名、撮影年月日、場所、題（タイトル）

と簡単な説明を明記（応募票）し、添付してください。出品点数

は特に制限はありません。 

 

 応募資格 広島県在住者であること。 
職業写真家でないこと。 

 

 賞および賞品 
特選 ２点 （賞金2万円） 

入選10点 （賞金 5千円） 

佳作 若干 （賞金 3千円） 

 
 入選発表 結果は、平成２９年４月上旬（予定）に広島県林業改
良普及協会発行の「ひろしまの林業」誌上で発表します。 

 
 その他 入選作品は、平成２９年度「ひろしまの林業」の表紙に
使用するほか、県民の緑化意識の啓発、高揚を図るため、林業、

環境緑化関係の広報資料として使用します。 

 応募作品の版権は広島県林業改良普及協会に帰属し、応募作品

は返却しません｡ 

  入賞作品は、ネガ又はデータを提出していただきます。 

 様 式 

平成２８年度林業・環境緑化写真 

コンクール応募票 
 

住   所  

氏   名  

撮影年月日  

撮 影 場 所  

主   題  

説明・その他  



森林・林業・環境緑化をテーマにした写真を募集します。

 主 催 
(公社)広島県みどり推進機構

(一社)広島県森林協会 

広島県林業改良普及協会 

 お問い合わせ・送り先 
〒730-8511 

広島市中区基町10-52 

広島県農林水産局森林保全課内 

広島県林業改良普及協会 

「ひろしまの林業」担当：岡部
TEL082-513-4840 
FAX082-223-3583        
E-mail:hirorin@green-hirosima.or.jp 
「ひろしまの林業」は、年間購読料 

2,000 円で毎月号をお届けします。

（送料負担なし） 

伐採作業（入選） 

苗畑研修（特選） 

親子木工教室（特選）

せどやま教室（入選） 

木材記念市（入選）

梅雨の彩り（入選）

平成２７年度主な入選作品 

◎締め切り 平成２９年１月３１日 

ぼくと同じ（入選） 
錦秋の里山（佳作）
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